
  

 

 

  

 第33回ミニ相談会を実施します。今回のミニ相談会では、学校法人志賀学園 久之浜第一幼

稚園の青木園長を講師にお迎えします。海岸沿いに立地していた園に、あの未曾有の大震災で津

波が押し寄せるなか、どう判断し子供達を安全な場所へと導き守り抜いたのか、また、日頃の防災

訓練の重要性について、当時の状況を顧みながらお話していただきます。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 33回ミニ相談会テーマ～   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、

ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 27 年 4月 14日(火)     14：30～16：00 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  14：30～15：30 

  ２．交流タイム     15：30～16：00 

     （皆様からの質問にお答えします） 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ
http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ


 

 

  

  

 

【日 時】 平成 27 年 4 月 14 日（火） 14：30～16：00 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【講 師】 学校法人 志賀学園 久之浜第一幼稚園  園長 青木 孝子 氏 

 

【参加人数】10 名（男性 3名 女性 7名） 

 

 今回のミニ相談会では、東日本大震災発生から園児を全員無事に親御さんの元へお返しするま

でに、咄嗟の判断を信じどのような対応をしたのか当時を振り返りながらお話していただきまし

た。また、園舎の被害状況やその後の復興に関しての説明及び放射能問題への対応のお話もして

いただきました。そしてこのような体験をし、地域の方達との信頼関係や繋がりの重要性を改め

て感じたと語られました。 

 

＜第 33 回ミニ相談会テーマ＞ 

 

                    

 

 

 

【１】大地震・津波と避難状況 

◆大地震発生PM2：46の園の状況 

◆残っていた園児80名への避難対応 

・保護者への手渡し対応について 

・園児をバスに乗せ降園させる対応について 

・お預かり保育の園児12名の避難対応から心のケアー 

について  

 ◆大地震が起こってから7時間経過した時の状況 

 

【２】放射線対応の取り組み 

 ◆4月 玄関、窓、靴箱にビニールシートを設置 

 ◆5月 心のケアー講座を開催 

 ◆6月 園庭の表土除去作業(保護者) 

 ◆7月「幼児期における放射線の影響について」講演 

１．講師の先生のお話   

＜久之浜第一幼稚園  園長:青木 孝子 氏＞ 

Tkako  氏＞ 

草野＞ 

 

＜第 33 回ミニ相談会の様子＞ 

草野＞ 

 



 

 

 ◆7月 全保育室にエアコン設置 

 ◆7月 プール遊びは屋内プールを利用 

 ◆9月 給食および飲用水として、逆浸透膜ろ過システム浄水器を設置 

 ◆10 月 園庭の表土除去と園舎の除染作業(業者) 

  ◆放射線量測定値をホームページに掲載しお知らせ 

 ◆高圧洗浄機にて、園舎や固定遊具の除染 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 久之浜第一幼稚園園舎被災状況 】 

 

草野＞ 

 

 

＜講師資料抜粋＞ 

草野＞ 

 

津波から残った奇跡の桜の開花様子 

草野＞ 

 

園舎跡地の様子（※防災緑地予定） 

草野＞ 

 

震災当時の園舎の様子 

草野＞ 

 

園舎の中の様子 

草野＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の

中で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・

質問等をご紹介します。 

 

 

Q.今、園児は何名ほどいらっしゃいますか。 

A.久之浜第一幼稚園の園児は四倉町、久之浜町、広野町のエリアから登園されておりまして、

園児定員数 120 名のところ 120 名は絶えずおりました。でも、震災後、避難なされる方もおりま

して、現在では 70 名おります。また、震災により、園舎が全壊したうえ放射能の事を考えまして

久之浜地区で幼稚園を再開することは困難と判断し、平第一幼稚園で合同保育をスタートさせま

した。今、園バスで久之浜町からは 30 名、四倉町からは 20 名、平の町の近辺や復興住宅からは

20 名の園児が登園している状況です。因みに幼稚園の再建なのですが、久之浜第一幼稚園の場所

質問・交流タイム
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【 間借りをしている平第一幼稚園の除染・表土除去作業状況 】 

草野＞ 

 

＜講師資料抜粋＞ 

草野＞ 

 

＜先生・保護者・業者の方が除染をしている様子＞ 

草野＞ 

 



 

 

は防災緑地になるので同じ場所には建てられなくなり、新しく土地を購入しました。しかし現在

の建築ラッシュで色々と問題を抱え前に進めない状況でした。そのような時に、久之浜町には公

立の保育所が 1 つあるが私立の幼稚園もないと若い人達が戻ってこないという声が上がり、公立

の保育所と私立の幼稚園の再建を久之浜町の復興計画の中にいれて、区長さん初め市会議員さん

や久之浜町の方で進めてくれているところです。本当にありがたい話です。また、今は幼稚園で

も小さいお子様から預かれるシステムになってきていますので、そういった認可も取りながら再

建していけたらと思っております。実際ここまでくるのに相当な時間もかかりつくづく復興って

大変だと実感しております。でも、第一に子供達が元気でいられればいいなと思っております。 

 

Q.最初の 1 コースの降園バスが出た後に、実際に園に残っていた園児は何名程いたのでしょう

か。 

A.１コース目のバスで降園した園児は、大型バスに 30名小型バスに 15 名で、合わせて 45名が

PM2 時～3 時の間には自宅に帰られていました。幼稚園に残っていた園児は 80 名でした。また、

幼稚園にお迎えに来られた保護者の方もいましたので、少しずつ園児が帰っていました。実際の

所、誰がいて誰がいないのか分からない状況でした。その後にバスで降園する予定の園児が 45 名

いました。この 45名の園児は、PM2：46 の大震災の後に私の咄嗟の判断でバスに乗せ、待ってい

る保護者の元へと帰しました。最終的には延長保育の園児 12 名が残りました。この子供たちは、

バスもない状況だったので歩いて避難しようと思っていた所に、保護者会の会長さんが来てくだ

さり、会長さんの 8人乗りのワゴン車に無理に 12名の園児と園に残っていた先生を乗せ、先に避

難させました。 

 

Q.今まで、このような時の対応のマニュアルは決めていなかったことが大半だったと思います

が、想定外の事が起こりその後体験をふまえてマニュアル作成する上でいろいろ改訂されている

と思います。釜石に津波てんでんこという一人一人が責任を持って逃げなさいという言い伝えの

言葉がありますが、幼稚園の子供さんにはこのような事を教えるわけにはいかないのでしょうか。 

A.私は津波てんでんこに大賛成です。私自身、大震災の日、保護者の気持ちを気にして、まず

は子供を保護者の元に送り届けなければ保護者の皆さんは避難しないと思い、咄嗟の判断を信じ、

子供達をバスに乗せ降園させました。また、あの大震災の日、最後の PM10 時に子供をお迎えに来

た保護者の方に「先生と一緒にいるから私の子供は大丈夫だと思っておりました」と言われまし

た。その一言が私の心に響きました。それだけ私達は信頼されているのだと実感させられました。

今回のような体験をふまえて、この度、地震発生、津波発生、原発事故発生、火災発生、不審者

発生、園バス事故発生、けが等対応について改めてマニュアルを考えました。これから想定する

のは原発事故ですが、原発事故の対応は例えば登園中の時、自宅にいた時、通園バス登園中の時、

保育中の時、降園中の時、とあらゆる想定を考えながらのマニュアル作成も致しました。また、

子供を保護者の方に直接お渡ししない限りは幼稚園でお預かりしているので、慌てずに迎えにく

る事を基本とするとマニュアルに書き添えました。ですから、津波であっても自分は自分です。

自分の命は自分で守る。幼稚園でも、子供をお預かりしている時は子供の命は保育者が守り、保



 

 

護者に渡さない限りは保育者の責任としました。また、保護者の皆様には 4 月にマニュアル対応

についてお手紙をだして、取り決めのお約束をお知らせしています。基本、子供をお渡しできな

い時は幼稚園で責任を持ってお預かりしますという取り決めをしております。しかし、お約束通

りに動いても想定外というのは出てくることもあると思います。また、保護者の方は子供を渡さ

ない限り、園で預かってもらっているから大丈夫と分かっていても、やはりお迎えには来られる

と思います。私達保育者は、園で何か起こった時は子供を幼稚園にお任せ下さという事になりま

した。 

 

Q.将来大きくなったら、福島の女の子はお嫁さんにいけなくなるのではないかと心配する親御

さんがいると聞いております。福島の原発で放射能の事故を起こした事が大きな罪だと思います。

また、放射能の件で世の中には生半可な知識で偏見を植え付けられた方が沢山いますし、遠方の

人の関心の浅さも感じられます。実際、地震の時、愛知県にいたら車体のナンバーがいわきだっ

たから、放射能を持ちこんだろうと偏見の言葉を言われました。言われた方がまだ同じ気持ちで

いたら、あと何十年か後にはさらに福島に対しての言葉の暴力というのが出てくるのではないで

しょうか。私達も偏見とか風評被害を払拭するために活動すべきかと思います。やはり風評と偏

見は福島の一番のネックだと思います 

A.全くそういう事を意識しないで好意的に受け入れてくださる方もいますし、大変ですねとお

思いになって親切に受け入れてくれる方もいます。その反面、放射能の関連で車にツバをかけら

れたという話もききます。また保護者の中にも放射能を全然気にせずに明るい生活を送られてい

る方もいれば、色々な問題を抱え心配しながらここで生きて行く人もいれば、避難したらもう戻

って来ない人もいます。実際、心配している方に大丈夫ですよと言っても何を言っても駄目なの

です。自分自身がここで生きて行けると思うようにならなければ、ここには住めないのだなと個

人的に私は思います。やはり避難した保護者の方を見ていますと、病気とはいいませんがすごく

神経質になっていますのでその方にいきなりカンセリングをしても無意味だと思うし、やはり時

間が必要だと思います。最終的には、その人の居心地の良いとこに住んでいくしかないのかなと

思うのです。 

 

Q. 今まで、福島に何も偏見を持っていなかった人達がこの放射能の事故で生半可な知識を植え

付けられてしまった為に、福島に偏見を持つ人が出てきてしまいました。福島から遠く離れてい

る人達ほど偏見を強く持つように感じます。これは仕方ないと受け止めなければいけないのか、

またはこの福島の事を理解していただくように努力すべきなのか。 

A.原爆を投下された広島の人達さえでも、長生きをしている方もいます。広島の件を考えたら、

気持ちを強くもって子供を育てていかなければと思っております。また、親御さんが子供を思う

気持ちに気づかされた時もありました。震災後の最初の幼稚園協会の集まりで原発関係の方との

お話会があった時に、保護者のお母さんが本気になって原発関係の方にくってかかっていた姿を

みた時、親御さんはここまで心配しているのだと気付かせさせられました。原発事故で色々心配

や偏見の問題がありますが、私は福島頑張る、福島元気ですをテーマにアピールしていくのが一



 

 

番なのかなと思っております。また、いつまでも被災者ではいられないとも思っております。 

 

Q.大震災の日、志賀学園平第二幼稚園では謝恩会が開かれていました。私は謝恩会のお手伝い

をする為、娘をたまたま先生方にお預かりしていただいた時に大地震が起こりました。その時、

先生が子供を守っていただいてくれたお陰で子供達は余震が続いてもあまり騒ぎにならず、また、

必要以上に怯えたりとかもしませんでした。今になって、先生方の咄嗟の対応とケアーがとても

素晴らしいものだったのだと深く気づかされました。ありがとうございました。 

A.それにも増して、きっとご家庭がおおらかでお母さんが心配をさせないようなお子さんとの

関わりをしていたのではないでしょうか。やはり、おおらかなお母さんのお子さんはおおらかな

傾向があります。やはり育て方なのかとは思います。ただ放射能に関係なく神経質でもいいので

すが、親御さんの中には神経質でも神経質でないふりをしながら最新の注意を払い、お子さんを

育てているお母さんもいます。そういうご家庭のお子さんはのびのびと育っていく傾向にあるよ

うに思われます。やはり基本は家庭で家庭力は子供にとって大事だと思います。 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 34 回ミニ相談会 5月 28 日（木）10：30～ 

いわき明星大学環境放射線測定室で実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい 

 

 

 

 

 

 


